
三重総合高校吹奏楽部による
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令
和
３
年
第
１
回
定
例
会

（
会
期 
２
月
２4
日
～
３
月
19
日
）

2
月
24
日
か
ら
第
１
回
定

例
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
承
認
１
件
、

諮
問
１
件
、
同
意
２
件
、
豊
後

大
野
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改

正
な
ど
47
議
案
が
上
程
さ
れ
、

慎
重
に
審
議
を
行
い
、
そ
れ
ぞ

れ
可
決
し
ま
し
た
。

　

３
日
と
４
日
の
２
日
間
に
わ

た
り
行
わ
れ
た
一
般
質
問
に
は
、

６
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
執
行

部
と
活
発
な
論
戦
を
展
開
し
ま

し
た
。（
11
～
17
ペ
ー
ジ
参
照
）

　
　

今
定
例
会
に
は
、
延
べ
24
人

の
方
々
が
傍
聴
に
訪
れ
ま
し
た
。

令和2年度 一般会計補正予算（第12・13号）

8億8372万6千円
《一般会計予算総額》

 347億7081万円
補正予算の一部を紹介

観光関連事業者
感染防止対策事業

障害福祉サービス事業

県営等土地改良事業 住宅管理事業

1900万円減額

5175万円追加

6587万円追加 1023万5千円追加

1520万円追加

4200万円追加

感染症予防対策事業

ふるさと応援寄附金事業

　事業費確定に伴う減額補正及び財源更正
によるもの。

　障害福祉サービス及び障害児通所給付費
等の増加に伴うもの。

　国の３次補正に伴う負担金の増額補正に
よるもの。

　市営住宅使用料の算定誤りに伴い、過誤
納金を返還するもの。

　新型コロナウイルスの感染症防止策とし
て、消毒液等を購入するもの。

　ふるさと応援寄附金の増加に伴うもの。

減額
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３月定例会（主な議決事項）

公の施設の指定管理者の指定

豊後大野市はり、きゅう等の施設利用助成金に関する条例の一部改正

高齢者の健康保持・増進のため、はり・きゅう・
マッサージ施術費用の一部を助成している施

設利用助成事業について、健康保険の療養費が支給
される施術を受けるもの以外を事業対象としている
ことを明確化すること等に伴い、本条例の一部を改
正するものです。

道の駅みえなどの公の施設の指定管理者
をそれぞれ指定するものです。

道の駅みえ

公の施設の名称 指定管理者 指定期間

道の駅みえ 有限会社　道の駅みえ

令和 3年 4月 1日から 3年間

道の駅きよかわ 有限会社　清川ふるさと物産館夢市場

道の駅原尻の滝 株式会社　道の駅原尻の滝

道の駅あさじ 有限会社　あさじまち地域振興公社

道の駅おおの 株式会社　道の駅おおの

里の駅やすらぎ交差点 やすらぎ交差点協議会

豊後大野市新規就農者技術習得研修施設 公益社団法人　豊後大野市農林業振興公社 令和 3年 4月 1日から 5年間

33 （第71号2021.5）
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豊後大野市市道の構造の技術的基準等に
関する条例の一部改正 

豊後大野市歴史民俗資料館条例の一部改正

道路構造令を一部改正することに伴い、
自転車通行帯の記述の追加、自転車道

の具体的な設置基準の明記など規定を整備す
るものです。

豊後大野市図書館・資料館の整備に基づ
く歴史民俗資料館の新築移転に伴い、

その名称及び位置等を改正するものです。

〔新名称〕　豊後大野市資料館

〔位置〕　　豊後大野市三重町内田 881 番地

名称及び位置等を改正

自転車通行帯等について規定を整備

豊後大野市資料館



55 （第71号2021.5）

３月定例会（主な議決事項）

財産の取得について

工事請負契約の締結について

三重学校給食共同調理場の食器洗浄機が
購入後 19 年を経過し、老朽化による性

能低下がみられることから、学校給食の安定
供給を図るため、当該食器洗浄機を更新する
ものです。

〔相手方〕　
株式会社　三国産業
　　　　　代表取締役社長　宗　哲雄

〔購入金額〕　47,300,000 円

三重学校給食共同調理場換気空調設備改
修工事の請負契約を締結するものです。

〔相手方〕
株式会社　山村電設工業
　　　　　代表取締役　山村　清隆

〔契約金額〕　205,700,000 円

食器洗浄機を購入

換気空調設備改修工事

現在の換気空調設備
（三重学校給食共同調理場）

現在の食器洗浄機
（三重学校給食共同調理場）



（第71号2021.5） 6

《各会計の予算状況》

273億5000万円
令和 3 年度の一般会計予算総額は、前年度当初予算額と比較して、8.0％減の

273 億 5000 万円で可決されました。

会　計　名 令和 3年度 令和 2年度 増減額 増減率

特
別
会
計

国民健康保険 47 億 6113 万 9千円 49 億 1018 万円 1億 4904 万 1千円　減 3.0％　減
後期高齢者医療 5億 9554 万 8千円 5億 8752 万 5千円 802 万 3千円　増 1.4％　増
介護保険 66 億 3396 万 3千円 64 億 3348 万 5千円 2億 47 万 8千円　増 3.1％　増
農業集落排水 1億 9900 万 9千円 2億 969 万円 1068 万 1千円　減 5.1％　減
浄化槽施設 4255 万 3千円 4297 万円 41 万 7千円　減 1.0％　減

会　計　名 令和 3年度 令和 2年度 増減額 増減率

企
業
会
計

上
水
道

収益的収入 5億 4538 万 1千円 5億 4649 万 1千円 111 万円　減 0.2％　減
収益的支出 5億 8071 万 3千円 5億 8096 万円 24 万 7千円　減 0.0％　減
資本的収入 1億 999 万 7千円 1億 3241 万 8千円 2242 万 1千円　減 16.9％　減
資本的支出 3 億 5756 万 6千円 4億 1189 万 6千円 5433 万円　減 13.2％　減

病
院
事
業

収益的収入 36 億 9295 万 6千円 37 億 3934 万 6千円 4639 万円　減 1.2％　減
収益的支出 37 億 9053 万 8千円 38 億 3734 万 7千円 4680 万 9千円　減 1.2％　減
資本的収入 1億 2100 万 4千円 6240 万 4千円 5860 万円　増 93.9％　増
資本的支出 3 億 5268 万円 3億 705 万 1千円 4562 万 9千円　増 14.9％　増

電
気
事
業

収益的収入 1億 910 万 2千円 1億 1020 万 2千円 110 万円　減 1.0％　減
収益的支出 8744 万 8千円 8090 万 4千円 654 万 4千円　増 8.1％　増
資本的収入 1千円 1076 万 7千円 1076 万円 6千円　減 100.0％　減
資本的支出 530 万 1 千円 530 万 1千円 － －

公
共
下
水
道

収益的収入 9819 万円 9753 万円 66 万円　増 0.7％　増
収益的支出 9428 万 4千円 8784 万 3千円 644 万 1千円　増 7.3％　増
資本的収入 1080 万 9千円 805 万 1千円 275 万 8千円　増 34.3％　増
資本的支出 3873 万 5千円 3990 万 7千円 117 万 2千円　減 2.9％　減

自主財源
（21.8%）

依存財源
（78.2%）

国・県支出金
59億5731万円
（21.8%）

国・県支出金
59億5731万円
（21.8%）

市債
37億 4348万円
（13.7%）

市債
37億 4348万円
（13.7%）

市税
31億6964万8千円
（11.6%）

市税
31億6964万8千円
（11.6%）

繰越金
3億円
（1.1%）

繰越金
3億円
（1.1%）

地方交付税
103億 3125万 1千円
（37.8%）

地方交付税
103億 3125万 1千円
（37.8%）

民生費
81億9552万 6千円
（30.0%）

民生費
81億9552万 6千円
（30.0%）

総務費
41億4920万 7千円
（15.1%）

総務費
41億4920万 7千円
（15.1%）

衛生費
25億9949万3千円
（9.5%）

衛生費
25億9949万3千円
（9.5%）

農林水産業費
19億5994万8千円
（7.2%）

農林水産業費
19億5994万8千円
（7.2%）

労働費
1227万9千円
（0.0%）

労働費
1227万9千円
（0.0%）

公債費
29億3651万3千円
（10.7%）

公債費
29億3651万3千円
（10.7%）

議会費
1億8081万円
（0.7%）

議会費
1億8081万円
（0.7%）

予備費
5千万円
（0.2%）

予備費
5千万円
（0.2%）

災害復旧費
2億2278万2千円
（0.8%）

災害復旧費
2億2278万2千円
（0.8%）

教育費
20億3990万5千円
（7.5%）

教育費
20億3990万5千円
（7.5%）

消防費
20億9954万6千円
（7.7%）

消防費
20億9954万6千円
（7.7%）

商工費
4億272万3千円
（1.5%）

商工費
4億272万3千円
（1.5%）

土木費
25億176万7千円
（9.1%）

土木費
25億176万7千円
（9.1%）

②

①

①その他自主財源
　25億889万円（9.1％）
【内訳】
◆分担金及び負担金
　3億6764万1千円（1.3％）
◆使用料及び手数料
　4億4604万9千円（1.6％）
◆財産収入
　1億1985万2千円（0.4％）
◆寄附金
　2億4000万1千円（0.9％）
◆繰入金
　11億6920万1千円（4.3％）
◆諸収入
　1億6614万6千円（0.6％）

②その他依存財源
　13億3941万4千円（4.9％）
【内訳】
◆地方譲与税
　4億146万2千円（1.5％）
◆地方交付金
　9億3795万2千円（3.4％）

諸支出金
1千円
（0%）

諸支出金
1千円
（0%）

《一般会計予算の内訳》

合　計

歳　出 歳　入

合　計273億 5000万円 273億 5000万円

令和３年度一般会計予算

構成比は、表示単位未満四捨五入の関係で、積み上げと合計が一致しない箇所があります。
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３月定例会（主な議決事項）

庁舎等整備事業
１億８420万円

4億5127万5千円

３億1440万1千円

1億9311万4千円

1422万4千円

隣保館改修事業

市営住宅整備事業

新型コロナウイルスワクチン予防接種事業

小中学校ＩＣＴ環境整備事業

旧緒方工業跡地整備事業

　緒方支所・公民館の外構工事、犬飼公民館の
外構工事及び旧犬飼公民館の解体を行う。

　「旧緒方工業高校跡地利用基本計画」に基づき、
旧緒方工業高校跡地の整備活用を行う。

　市営市原住宅（三重町）の建替事業等。

　ワクチン接種を円滑に行うための体制を整備
し、医療機関へワクチン接種業務を委託する。

　隣保館改修に伴う建物等解体工事設計及び
解体を行う。

緒方支所・公民館

8152万5千円

　ICT 教育が円滑に行うことができるよう、教
職員の授業用 iPad の整備等を行う。
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委
員
会
審
査
報
告 

主
な
議
案
の
審
査
経
過
を
報
告
し
ま
す

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別

措
置
法
等
の
一
部
改
正
及
び
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
指
定
感
染
症
と

し
て
定
め
る
等
の
政
令
の
廃
止
を
受
け

て
、
関
係
条
例
の
引
用
部
分
を
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
定
義
す
る
語
句
に
新

た
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。

営
利
企
業
等
に
再
就
職
し
た
元
職
員

に
行
政
へ
の
働
き
か
け
を
規
制
す
る
た

め
、
退
職
し
た
職
員
に
関
し
必
要
な
事

項
を
定
め
る
も
の
で
す
。

本
事
業
は
市
内
に
居
住
し
て
い
る
70

歳
以
上
の
生
活
保
護
等
を
受
給
し
て
い

な
い
方
を
対
象
に
、
施
術
１
回
に
つ
き

１
０
０
０
円
を
年
６
回
以
内
支
給
す
る

も
の
で
す
。

　

令
和
３
年
度
の
介
護
報
酬
の
改
定

に
伴
い
、
感
染
症
や
災
害
へ
の
対
応

強
化
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

推
進
、
介
護
人
材
の
確
保
な
ど
の
方

針
に
基
づ
き
、
国
の
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
基
準
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
の

で
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。

　
　

実
際
に
居
住
し
て
い
な
い
方
が
申

請
す
る
場
合
が
あ
る
と
困
り
ま
す
の

で
、
確
認
の
た
め
、
窓
口
で
の
聞
き
取

り
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
　

研
修
の
充
実
、
虐
待
防
止
や
人
権

へ
の
配
慮
、
ま
た
感
染
症
の
ま
ん
延
防

止
に
対
す
る
指
針
の
整
備
等
を
事
業
所

に
お
願
い
す
る
内
容
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
　

今
ま
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
が

初
め
て
の
条
例
化
で
す
。　

　
　

今
ま
で
も
外
部
か
ら
の
圧
力
や
要

請
に
関
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
任
命

権
者
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
規
則
が
あ
り
運
用
し
て
き
ま
し
た

が
、
再
就
職
し
た
と
き
の
届
出
義
務
を

や
は
り
条
例
化
す
べ
き
と
の
観
点
か
ら

今
回
制
定
し
ま
し
た
。

　
　

今
ま
で
の
政
令
の
中
に
は
示
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
政
令
自
体
が
廃

止
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
こ
う
い
う
語
句

を
付
け
加
え
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
種
類
を
定
め
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

●
豊
後
大
野
市
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当

支
給
条
例
等
の
一
部
改
正

●
豊
後
大
野
市
は
り
、
き
ゅ
う
等
の
施

設
利
用
助
成
金
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

●
豊
後
大
野
市
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
に
係
る
申
請
者
の
要
件
並

び
に
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

●
豊
後
大
野
市
職
員
の
退
職
管
理
に
関

す
る
条
例
の
制
定

　
　
助
成
対
象
者
は
「
豊
後
大
野
市
内

に
住
所
を
有
し
、
か
つ
、
居
住
し
て
い

る
者
」
と
あ
る
が
、
居
住
し
て
い
る
こ

と
の
確
認
は
ど
の
よ
う
に
し
て
行
う
の

か
。

　
　
今
回
の
改
正
で
豊
後
大
野
市
内
の

事
業
者
の
対
応
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る

の
か
教
え
て
ほ
し
い
。

　
　
こ
れ
ま
で
の
規
則
で
は
過
料
が

あ
っ
た
の
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
こ
れ
ま
で
条
例
に
し
て
い
な
か
っ

た
理
由
は
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
改
正
案
の
「
病
原
体
が
ベ
ー
タ
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
属
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

で
あ
る
も
の
に
限
る
」
と
い
う
文
言

が
、
こ
れ
ま
で
の
政
令
の
中
に
あ
っ
た

の
か
。
　
　
　

【
付
託
議
案
の
審
査
結
果
】

　

議
案
６
件
を
付
託
さ
れ
、
慎
重
審

査
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
す
べ
き

と
し
ま
し
た
。 総

務

厚
生
文
教

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

【
付
託
議
案
の
審
査
結
果
】

議
案
15
件
を
付
託
さ
れ
、
慎
重
審

査
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
す
べ
き

と
し
ま
し
た
。　
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道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
大
分
県
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
も

改
正
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
３
年
４
月
か

ら
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
市
道
の
道
路
占
用

料
の
額
及
び
計
算
方
法
等
の
改
正
を
す

る
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
実
績
と
経
験
を
踏
ま
え

て
、
引
き
続
き
今
後
５
年
間
も
、
公
益

社
団
法
人
豊
後
大
野
市
農
林
業
振
興
公

社
を
指
定
管
理
者
と
し
て
指
定
す
る
も

の
で
す
。

　
　

平
成
24
年
の
１
月
に
条
例
を
改
正

し
て
お
り
、
そ
の
第
４
条
に
よ
り
、
指

定
管
理
者
に
よ
る
施
設
の
管
理
を
行
わ

せ
る
も
の
と
い
う
規
定
を
定
め
て
お
り

ま
す
。
第
５
条
に
お
き
ま
し
て
も
、
指

定
管
理
者
が
行
う
業
務
の
中
に
イ
ン

キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ァ
ー
ム
事
業
の
業

務
も
あ
わ
せ
て
行
わ
せ
る
と
い
う
形
で

条
例
改
正
し
て
い
ま
す
。

　
　

民
間
の
地
価
の
水
準
が
下
が
っ
て

き
て
い
る
の
で
、
そ
の
部
分
を
考
慮
し

て
占
用
料
の
減
額
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

●
豊
後
大
野
市
道
路
占
用
料
徴
収
条
例

の
一
部
改
正

●
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て
（
豊
後
大
野
市
新
規
就
農
者
技

術
習
得
研
修
施
設
）

　
　
豊
後
大
野
市
農
林
業
振
興
公
社
の

指
定
管
理
と
な
る
と
、
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

シ
ョ
ン
フ
ァ
ー
ム
の
研
修
施
設
の
条
例

を
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

　
　
占
用
料
を
下
げ
る
こ
と
に
な
っ
た

主
な
理
由
は
何
か
。

３月定例会（委員会審査報告、人事案件）

産
業
建
設
常
任
委
員
会

任期 任期

任期

自：令和３年４月１日
至：令和７年３月３１日

自：令和３年４月１日
至：令和６年３月３１日

自：令和３年 7月１日
至：令和６年 6月３0日

同
意

適
任

【
付
託
議
案
の
審
査
結
果
】

議
案
10
件
を
付
託
さ
れ
、
慎
重
審

査
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
す
べ
き

と
し
ま
し
た
。

▶藤
ふじ

村
むら

 暢
とおる

氏 ▶足
あ

立
だち

 豊
とよ

彦
ひこ

氏 

▶衞
え

藤
とう

 玲
れい

子
こ

氏 

公平委員会・固定資産評価審査委員会
委員の選任

人権擁護委員候補者の推薦

［大野町］ ［緒方町］

［大野町］

固定資産評価審査委員会委員公平委員会委員

人権擁護委員

人事案件

人事案件
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※○＝賛成　×＝反対　退＝退席　欠＝欠席　除＝除斥　　衞藤竜哉議員は議長職のため表決権はありません。
会　　派　　名 議

決
年
月
日

議
決
結
果

創生会 市民クラブ 緑政会 政友会

  　　　　　　　　　　　　　議員名  
件　名　　　　　　　　　　　　 

赤
峰
　
映
洋

小
野
　
泰
秀

佐
藤
　
辰
己

衞
藤
　
正
宏

田
嶋
　
栄
一

後
藤
　
雅
克

穴
見
　
眞
児

吉
藤
　
里
美

嶺
　
　
英
治

首
藤
　
正
光

川
野
　
優
治

沓
掛
　
義
範

小
野
　
順
一

神
志
那
文
寛

令和 2 年度豊後大野市一般会計補正予算（第 12 号）の専決処分の承認について 2 月 24 日 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市職員の特殊勤務手当支給条例等の一部改正について 3 月 19 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市行政不服審査関係手数料条例の一部改正について 3 月 19 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市職員の退職管理に関する条例の制定について 3 月 19 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市手数料条例の一部改正について 3 月 19 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市国民健康保険出産資金貸付基金条例の廃止について 3 月 19 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市が設置する一般廃棄物処理施設に係る生活環境影響調査結果の縦覧等の手続に関する条例の一部改正について 3 月 19 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正について 3 月 19 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について 3 月 19 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市寡婦医療費助成に関する条例の廃止について 3 月 19 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市介護保険条例の一部改正について 3 月 19 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市はり、きゅう等の施設利用助成金に関する条例の一部改正について 3 月 19 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市指定地域密着型サービスの事業に係る申請者の要件並びに人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例の一部改正について 3 月 19 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市指定地域密着型介護予防サービスの事業に係る申請者の要件並びに人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例の一部改正について 3 月 19 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市指定介護予防支援の事業に係る申請者の要件並びに人員及び運営に関する基準等を定める条例の一部改正について 3 月 19 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市指定居宅介護支援の事業に係る申請者の要件並びに人員及び運営に関する基準等を定める条例の一部改正について 3 月 19 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市成年後見制度利用促進審議会条例の制定について 3 月 19 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市道路占用料徴収条例の一部改正について 3 月 19 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市営住宅条例の一部改正について 3 月 19 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市市道の構造の技術的基準等に関する条例の一部改正について 3 月 19 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市歴史民俗資料館条例の一部改正について 3 月 19 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
公の施設の指定管理者の指定について 3 月 19 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
公の施設の指定管理者の指定について 3 月 19 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
公の施設の指定管理者の指定について 3 月 19 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
公の施設の指定管理者の指定について 3 月 19 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
公の施設の指定管理者の指定について 3 月 19 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
公の施設の指定管理者の指定について 3 月 19 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
公の施設の指定管理者の指定について 3 月 19 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第 2 次豊後大野市総合計画後期基本計画の策定について 3 月 19 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
財産の取得について 3 月 19 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
財産の無償譲渡について 3 月 19 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和 2 年度豊後大野市一般会計補正予算（第 13 号） 3 月 9 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和 2 年度豊後大野市国民健康保険特別会計補正予算（第 5 号） 3 月 9 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和 2 年度豊後大野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第 2 号） 3 月 9 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和 2 年度豊後大野市介護保険特別会計補正予算（第 4 号） 3 月 9 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和 2 年度豊後大野市病院事業特別会計補正予算（第 3 号） 3 月 9 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和 3 年度豊後大野市一般会計予算 3 月 19 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ×
令和 3 年度豊後大野市国民健康保険特別会計予算 3 月 19 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和 3 年度豊後大野市後期高齢者医療特別会計予算 3 月 19 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
令和 3 年度豊後大野市介護保険特別会計予算 3 月 19 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和 3 年度豊後大野市農業集落排水特別会計予算 3 月 19 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和 3 年度豊後大野市浄化槽施設特別会計予算 3 月 19 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和 3 年度豊後大野市電気事業特別会計予算 3 月 19 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和 3 年度豊後大野市上水道特別会計予算 3 月 19 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和 3 年度豊後大野市公共下水道特別会計予算 3 月 19 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和 3 年度豊後大野市病院事業特別会計予算 3 月 19 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市公平委員会委員の選任について 2 月 24 日 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市固定資産評価審査委員会委員の選任について 2 月 24 日 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
工事請負契約の締結について 3 月 19 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
人権擁護委員候補者の推薦について 2 月 24 日 適任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市議会会議規則の一部改正について 3 月 19 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

各議員の議案に対する賛否の状況(令和元年第2定例会）

３月定例会（賛否一覧）

各議員の議案に対する賛否の状況(令和３年第１回定例会）
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嶺英治（10 ページ） 穴見眞児（13 ページ）

赤峰映洋（14 ページ）衞藤正宏（11 ページ）

神志那文寛（12 ページ） 後藤雅克（15 ページ）

•	 平成 29 年の九州北部豪雨及び台風 18 号、
　平成 30 年の大雨災害の復旧について
•	日本ジオパーク全国大会 2019 大分大会の	
　成功に向けて

•	防災行政について
•	農業振興について

•	ケーブルテレビは今後どのように継続していく
　のか
•	日本ジオパーク全国大会の準備は

•	給食費無償化の実現は
•	市道の適時の手入れは

•	消費税 10％への増税、市民への影響について •	学校教育の現状と今後について

６月26日と 27日に行われた一般質問には６名の議員が登壇し、災害復旧、ジオパーク全国大会、
消費税、農業振興、学校教育など 11項目にわたり、執行部と活発な論戦を展開しました。

議会だよりでは、紙面の都合上、質問と答弁を要約して掲載しておりますので、臨場感ある本会議場
での傍聴をお待ちしております。
　なお、車いす用のスペースも設けていますので、車いすをご使用の方もお気軽にお越しください。

※　一般質問＝議員個人が市の行財政全般にわたり、市長をはじめとする執行機関に対して行う質問。一般質問　
　　は各定例会で行われ、本市議会の場合、質問時間は答弁も含め１人 60 分以内の一問一答方式で行っています。

一 般 質 問

小野泰秀（12 ページ） 田嶋栄一（15 ページ）

穴見眞児（１６ページ）衞藤正宏（13 ページ）

後藤雅克（14 ページ） 吉藤里美（１７ページ）

•	人口減少による問題について
•	これまでの市政運営を振り返って

•	新環境センターの整備について
•	農業振興策について
•	スポーツ施設の整備について

•	新型コロナウイルス感染症対策関連事業につ
いて
•	地域防災について

•	農業振興対策について
•	観光振興について
•	学校教育の充実について
•	スポーツの振興について

•	ぶんごおおのエナジーについて
•	新型コロナウイルス感染症対策について
•	公立小中学校の防災機能について

•	人権が尊重されるまちづくりについて
•	高齢者の生活支援について
•	豊後大野市民病院の医療提供体制等の現状に
ついて

６人の議員 市政が を問う

3月３日と４日に行われた一般質問には６人の議員が登壇し、人口減少による問題、ぶんごおおのエナジーについて、高齢者の生活支援など１７項目にわたり、執行部と活発な論戦を展開しました。
　議会だよりでは、紙面の都合上、質問と答弁を要約して掲載しておりますので、臨場感ある本会議場
での傍聴をお待ちしております。
なお、車いす用のスペースも設けていますので、車いすをご使用の方もお気軽にお越しください。

　※新型コロナウイルス感染症対策でアクリル板を設置して行いました。

※　一般質問＝議員個人が市の行財政全般にわたり、市長をはじめとする執行機関に対して行う質問。一般質問　
　　は各定例会で行われ、本市議会の場合、質問時間は答弁も含め１人 60 分以内の一問一答方式で行っています。

一 般 質 問
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創 生 会

小
お

野
の

泰
やす

秀
ひで

　

直
近
３
年
で
５
０
０
人

前
後
の
自
然
減
。
社
会
減

は
大
き
な
転
出
超
過
と

な
っ
て
い
る
。

市
外
居
住
の
職
員
に
は

な
る
べ
く
ふ
る
さ
と
納
税

に
協
力
す
る
よ
う
呼
び
か

け
を
し
て
い
る
。

住
居
手
当
の
市
外
分
に

つ
い
て
は
、
今
は
廃
止
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
市
職
員
が
市
内
に
住

む
よ
う
な
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

平
成
26
年
度
か
ら
の
７

年
間
で
１
６
５
人
の
方
が

移
住
し
て
お
り
、
Ｉ
タ
ー

ン
58
世
帯
、
Ｕ
タ
ー
ン
10

世
帯
と
な
っ
て
い
る
。

「
持
続
可
能
な
豊
後
大

野
市
」
の
実
現
に
向
け
、

要
望
し
て
い
く
。

市
長
に
就
任
以
来
、
豊

後
大
野
市
を
将
来
に
向

か
っ
て
つ
な
い
で
い
く
こ

と
の
で
き
る
持
続
可
能
な

ま
ち
と
す
る
た
め
に
、「
働

く
場
の
確
保
」、「
子
育
て

支
援
の
充
実
」、「
学
校
教

育
の
充
実
」
の
３
つ
の
柱

を
基
本
政
策
と
し
て
き

た
。　市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
図
り
、
健
全
な
財
政
運

営
に
も
配
慮
し
、
行
政
課

題
の
解
決
に
つ
い
て
も
着

実
に
進
ん
で
い
る
が
、
人

口
減
少
や
少
子
高
齢
化
へ

の
対
応
な
ど
残
さ
れ
た
課

題
も
多
い
。

質

質

質

質

質 答

答答

答

答

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

人口減少による問題について

これまでの市政運営を振り返って

「第２期豊後大野市まち・ひと・しごと
創生総合戦略」で掲げる３つの柱をもとに進める

記憶に残る多くの出来事があった

自
然
減
と
社
会
減
の
市

の
状
況
は
。

何
世
帯
の
Ｉ
タ
ー
ン
・

Ｕ
タ
ー
ン
が
あ
っ
た
の
か
。

人
口
減
少
が
進
む
地
方

自
治
体
に
対
し
、
国
に
要

請
し
た
い
こ
と
は
。

市
長
と
し
て
の
自
己
評

価
と
１
期
４
年
間
の
総
括

と
残
さ
れ
た
課
題
は
。

本
市
の
一
般
職
員
は

５
０
７
人
で
あ
り
、
そ
の

う
ち
１
割
以
上
の
職
員
54

人
が
大
分
市
な
ど
か
ら
の

通
勤
者
で
、
通
勤
手
当
は

１
千
万
円
以
上
が
支
払
わ

れ
て
い
る
。
市
外
に
住
む

職
員
か
ら
は
住
民
税
や
固

定
資
産
税
は
入
ら
な
い

し
、児
童
生
徒
数
は
減
少
、

地
域
活
力
に
も
大
き
な 

マ
イ
ナ
ス
。
こ
の
現
状
を

市
長
は
ど
の
よ
う
に
お
考

え
か
。

旧大野高校跡地の分譲宅地
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質

　

第
４
次
農
業
振
興
計
画

で
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
を
継
続
し
て
実
施
す

る
こ
と
と
併
せ
、
人
口
減

少
に
伴
い
農
業
の
担
い
手

も
減
少
す
る
こ
と
か
ら
、

新
た
に
退
職
世
代
や
女
性

を
農
業
者
と
し
て
確
保
・

育
成
す
る
こ
と
や
、
高
齢

農
業
者
の
支
援
に
取
り
組

む
こ
と
に
し
て
い
る
。
退

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ

答

答

市
長

市
長

創 生 会

衞
え

藤
とう

正
まさ

宏
ひろ

新しい観光の在り方について

時代に即応した観光施策を展開する

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
に
よ
っ
て
、

観
光
事
業
の
ほ
と
ん
ど
が

中
止
に
な
っ
た
。
お
客
さ

ん
に
来
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
今
後
は
ど
う
転
換
し

て
観
光
事
業
を
行
っ
て
い

く
の
か
。

市内酒蔵が製造する消毒用アルコール

農
業
振
興
対
策
に
つ
い
て

多
様
な
担
い
手
を
確
保
・
育
成
し
、

　
　
　
　
　

収
益
力
の
向
上
に
つ
な
げ
る

質生
産
者
の
高
齢
化
が
進

む
中
、
次
世
代
を
担
う
多

様
な
担
い
手
の
確
保
、
育

成
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
。

職
世
代
対
策
で
は
、
機
械

の
導
入
に
係
る
補
助
事
業

を
創
設
す
る
。
ま
た
、
子

育
て
世
代
を
対
象
と
し
た

代
替
要
員
の
確
保
事
業
を

実
施
す
る
。

　

加
え
て
、
高
齢
者
の
農

作
業
の
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
の
省
力
化
機
械
の
導

入
事
業
を
実
施
し
、
高
齢

者
が
生
涯
農
業
に
従
事
で

き
る
よ
う
作
業
環
境
の
整

備
を
進
め
て
い
く
。

り
、
事
業
者
は
新
し
い
生

活
様
式
や
新
た
な
旅
行
ス

タ
イ
ル
に
対
応
し
た
観
光

事
業
に
転
換
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
本
市
で
は
安
心

し
て
施
設
を
利
用
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
、
市
内

酒
蔵
が
製
造
し
た
消
毒
用

ア
ル
コ
ー
ル
を
１
６
６
事

業
者
へ
配
布
し
、
安
全
管

理
や
注
意
喚
起
の
支
援
を

行
っ
た
。　
　

今
後
に
お
い
て
も
、
社

会
情
勢
を
注
視
し
な
が

ら
、
時
代
に
即
応
し
た
観

光
施
策
を
展
開
す
る
と
と

も
に
、
引
き
続
き
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
に
よ
る
影
響
を
受
け

て
い
る
事
業
者
の
方
に
対

し
、
必
要
な
支
援
を
行
っ

て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

•	

学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

•	

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て
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Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
で
の
市
場
価

格
が
極
め
て
異
常
な
価
格

高
騰
と
な
っ
た
。
電
源
調

達
を
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
の
市
場
取

引
に
約
75
％
を
依
存
し
て

い
る
当
社
で
は
、
12
月
及

び
１
月
の
電
源
調
達
費
が

通
常
月
の
約
７
倍
と
な

り
、
３
カ
月
後
に
支
払
う

爆
発
的
な
感
染
拡
大
を

楽
観
視
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
状
況
に
変
わ
り
は
な

い
が
、県
内
や
市
内
で
は
、

感
染
者
数
が
減
少
傾
向
に

あ
る
。
現
時
点
で
の
延
長

質

質

答

答

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

総
務
企
画
統
括
理
事

べ
き
料
金
が
支
払
え
な
い

事
態
に
陥
る
こ
と
も
想
定

さ
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
状

況
の
中
、
市
場
価
格
の
落

ち
着
き
に
伴
う
収
益
確
保

の
見
通
し
や
収
支
計
画
を

見
直
し
た
結
果
、
運
転
資

金
が
月
平
均
支
出
額
を
一

時
的
に
下
回
る
時
期
が
あ

る
が
、
資
金
不
足
に
陥
る

こ
と
は
な
い
と
見
込
ん
で

い
る
。

し
か
し
、
今
後
の
円
滑

な
資
金
繰
り
に
向
け
た
資

金
調
達
が
必
要
で
あ
る
と

判
断
し
、
３
行
の
金
融
機

関
に
各
行
８
０
０
万
円
の

追
加
融
資
を
要
請
す
る
決

定
を
し
た
。

創 生 会

後
ご

藤
とう

雅
まさ

克
かつ

ぶんごおおのエナジーの経営について

コロナ対策、給付金・補助金
の延長拡充は

追加融資を要請する

プレミアム付き商品券事業を実施

電
源
の
主
要
調
達
先
、

日
本
卸
電
力
取
引
所
（
Ｊ

Ｐ
Ｅ
Ｘ
）
の
市
場
価
格
高

騰
に
よ
る
ぶ
ん
ご
お
お
の

エ
ナ
ジ
ー
の
経
営
に
及
ぼ

す
影
響
は
。

市
が
他
の
自
治
体
に
先

駆
け
て
行
っ
た
支
援
策「
事

業
継
続
給
付
金
・
緊
急
家

賃
補
助
金
」
の
延
長
拡
充

を
望
む
声
を
多
く
聞
く
が

市
の
考
え
は
。

拡
充
は
考
え
て
い
な
い

が
、
消
費
喚
起
を
促
す
た

め
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商

品
券
事
業
を
実
施
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
に
よ
り
影
響

を
受
け
る
事
業
者
の
支
援

に
つ
い
て
は
、
感
染
状
況

や
国
の
支
援
策
等
の
動
向

を
注
視
す
る
と
と
も
に
、

事
業
者
を
は
じ
め
、
金
融

機
関
や
商
工
会
な
ど
の
支

援
機
関
等
と
の
意
見
交
換

や
情
報
収
集
に
努
め
な
が

ら
、
必
要
が
生
じ
れ
ば

ち
ゅ
う
ち
ょ
せ
ず
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
対
応
し
て

い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

•	

公
立
小
中
学
校
の
防

災
機
能
に
つ
い
て

昨年度販売されたプレミアム付き商品券
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創 生 会

田
た

嶋
しま

栄
えい

一
いち

大
分
市
が
事
業
主
体
と

な
り
本
市
を
含
め
た
６
市

か
ら
排
出
さ
れ
る
一
般
廃

棄
物
を
適
正
処
理
す
る
た

め
、
最
新
の
ご
み
処
理
技

術
を
導
入
し
、
環
境
に
優

質答
環
境
衛
生
課
長

新環境センター整備計画の進捗状況は

環境配慮書を策定

影
響
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
犬
飼
地
区
の
住
民
説

明
会
に
は
、
参
加
者
が
ゼ

ロ
だ
っ
た
。
ご
み
処
理
施

設
の
建
設
に
お
い
て
住
民

が
い
つ
も
問
題
視
す
る
の

は
排
ガ
ス
、
排
水
、
悪
臭
、

騒
音
な
ど
の
環
境
に
関
す

る
こ
と
だ
が
、
事
業
の
進

捗
状
況
は
。

そ
の
他
の
質
問

•	

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整

備
に
つ
い
て

現在の豊後大野市清掃センター

し
く
、
安
全
で
安
定
性
に

優
れ
た
施
設
と
す
る
こ
と

を
基
本
に
、
資
源
循
環
型

社
会
の
推
進
や
地
球
温
暖

化
対
策
に
寄
与
す
る
ご
み

処
理
施
設
と
し
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
進
め
て

い
る
。

環
境
影
響
評
価
に
つ
い

て
は
、
あ
ら
か
じ
め
周
辺

の
水
質
や
大
気
質
な
ど
を

調
査
、
予
測
、
評
価
し
、

よ
り
環
境
に
配
慮
し
た
事

業
内
容
と
な
る
よ
う
実
施

し
て
い
る
も
の
で
、
そ
の

第
一
段
階
と
し
て
、
環
境

配
慮
書
を
策
定
し
た
。

水
田
畑
地
化
の
作
物
振
興
は

収
益
性
の
高
い
園
芸
品
目
の
導
入
を
図
る

米
に
代
わ
る
作
物
を
推

進
す
る
た
め
、
収
益
性
の

高
い
園
芸
品
目
の
導
入
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
と

い
も
、ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
、

ニ
ン
ジ
ン
、
か
ん
し
ょ
の

栽
培
に
取
り
組
み
、
着
実

に
収
益
を
上
げ
て
い
る
。

モ
リ
ン
ガ
は
栄
養
価
が

高
く
、
軽
量
で
高
齢
者
の

栽
培
に
向
い
て
い
る
と
思

う
が
、
栽
培
管
理
、
収
益

性
な
ど
未
知
数
な
と
こ
ろ

が
あ
る
た
め
、
今
後
、
調

査
研
究
し
て
い
く
。

質

質

答

答

農
業
振
興
課
長

農
業
振
興
課
長

各
地
で
農
業
か
ら
離
れ

る
高
齢
者
が
増
え
、
い
ず

れ
農
地
が
耕
作
放
棄
地
に

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
現
状

で
あ
る
。
ま
た
、
豪
雨
災

害
や
害
虫
の
大
量
発
生
で
、

農
業
離
れ
に
拍
車
が
か
か

る
。
水
田
畑
地
化
で
水
稲

以
外
の
作
物
振
興
に
つ
い

て
、
具
体
的
計
画
は
。

軽
量
で
作
業
が
し
や
す

く
、
高
齢
者
向
け
の
作
物

で
あ
る
モ
リ
ン
ガ
を
本
市

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
産
品
と
し

て
生
産
を
支
援
す
る
考
え

は
な
い
か
。
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穴
あな

見
み

眞
しん

児
じ

　

保
健
所
に
確
認
し
た

が
、
現
在
の
と
こ
ろ
保
健

所
で
対
応
で
き
て
い
る
。

ま
た
、
保
健
所
を
通
じ
て

ぶ
ん
ご
お
お
の
応
援
便
の

チ
ラ
シ
や
豊
後
大
野
市
移

動
販
売
協
力
事
業
者
一
覧

を
必
要
な
方
に
渡
し
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し

た
。
今
後
に
つ
い
て
も
保

健
所
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
対
応
を
し
て
い
く
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま

る
ま
で
の
地
域
経
済
を
支

え
る
た
め
創
設
に
至
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
豊
後
大

野
市
版
の
持
続
化
給
付
金

と
し
て
位
置
づ
け
て
い

る
。　

　

支
給
基
準
に
つ
い
て
は

国
の
持
続
化
給
付
金
を
参

考
に
売
上
げ
の
減
少
率

50
％
以
上
を
対
象
に
、
さ

ら
に
減
少
率
80
％
以
上
の

事
業
者
を
支
援
す
る
た

め
、
給
付
金
額
を
２
倍
と

し
た
。
申
請
事
業
者
数
に

つ
い
て
は
１
３
０
件
を
超

え
て
お
り
、
今
後
も
あ
ら

ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
周
知

し
て
い
く
。

質答

答

生
活
福
祉
統
括
理
事

生
活
福
祉
統
括
理
事

総
務
企
画
統
括
理
事

総
務
企
画
統
括
理
事

新型コロナウイルス感染症対策関
連事業について

保健所と連携を図りながら対応していく

防災行政無線設置工事（大野町）

自
宅
待
機
等
で
外
出
で

き
な
い
方
々
に
対
す
る
支

援
に
つ
い
て
伺
う
。

給
付
金
事
業
の
支
給
基

準
の
根
拠
に
つ
い
て
伺

う
。

地
域
防
災
の
今
後
の
あ

り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

防
災
行
政
無
線
の
整
備

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　

感
染
症
な
ど
様
々
な
要

因
で
地
域
住
民
に
よ
る
主

体
的
な
防
災
活
動
が
行
い

難
い
状
況
で
あ
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
る
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
市

の
責
務
と
し
て
地
域
防
災

に
関
す
る
情
報
発
信
や
指

導
・
助
言
等
を
継
続
し
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
。

 

本
格
的
に
設
置
工
事
に

取
り
か
か
っ
て
お
り
、
新

設
地
区
で
あ
る
緒
方
町
と

大
野
町
及
び
老
朽
化
に
よ

り
故
障
し
て
い
る
清
川
町

か
ら
着
手
し
て
い
る
。
今

後
に
つ
い
て
は
順
次
工
事

に
着
手
す
る
予
定
で
あ

り
、
令
和
３
年
度
末
ま
で

に
完
了
し
、
デ
ジ
タ
ル
化

へ
移
行
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

質

質

質

答

答

市民クラブ

地域防災について

災害に強いまちづくりを推進する
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～６人の市議が市政を問う～

第 14 回 豊後大野市男女共同参画市民のつどい

　

市
役
所
に
お
け
る
男
女

格
差
に
つ
い
て
、
女
性
管

理
職
の
状
況
、
審
議
会
等

に
お
け
る
女
性
の
占
め
る

割
合
及
び
男
性
職
員
の
育

休
取
得
状
況
を
伺
う
。

　

災
害
対
策
に
女
性
の
視

点
を
反
映
す
る
体
制
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
国
は

２
０
２
０
年
の
地
方
防
災

高
等
学
校
で
は
、
性
別

の
縛
り
を
な
く
す
形
で
、

制
服
に
選
択
肢
を
設
け
る

学
校
が
増
え
て
い
る
。
本

市
に
お
い
て
、
制
服
の
見

直
し
は
さ
れ
て
い
る
の
か 

伺
う
。

性
的
少
数
者
の
方
が
生

き
づ
ら
さ
を
感
じ
ず
、
そ

の
人
ら
し
く
生
き
る
た
め

に
、
今
後
ど
の
よ
う
な
施

策
を
展
開
す
る
の
か
伺
う
。

　

令
和
２
年
４
月
１
日
現

在
で
、
女
性
管
理
職
は
管

　

本
市
防
災
会
議
委
員
27

名
中
、
女
性
委
員
は
３
名

で
、
11
・
１
％
と
な
っ
て

い
る
。

　

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
認

証
制
度
の
導
入
に
向
け
、

導
入
済
み
の
自
治
体
か
ら

の
情
報
収
集
や
、
市
役
所

で
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

等
に
つ
い
て
調
査
研
究
を

行
っ
て
い
る
。
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
制
度
の
導
入
を

契
機
に
市
民
の
皆
さ
ま
へ

の
さ
ら
な
る
啓
発
、
当
事

者
の
生
き
づ
ら
さ
の
解

消
、
住
み
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
に
つ
な
げ
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

令
和
３
年
度
に
制
服
検

討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て

検
討
す
る
。
令
和
４
年
の

４
月
か
ら
男
女
の
制
服
の

規
定
を
な
く
し
て
、
女
子

も
キ
ュ
ロ
ッ
ト
、
ズ
ボ
ン

で
も
よ
い
と
い
う
校
則
に

改
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

質

質

質質

答

答

答

答
総
務
企
画
統
括
理
事

学
校
教
育
課
長

市民クラブ

吉
よし

藤
ふじ

里
さと

美
み

そ
の
他
の
質
問

•	

高
齢
者
の
生
活
支
援
に

つ
い
て

•	

豊
後
大
野
市
民
病
院
の

医
療
提
供
体
制
等
の
現

状
に
つ
い
て

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
を

人
権
・
部
落
差
別
解
消
推
進
課
長

人
権
・
部
落
差
別
解
消
推
進
課
長

会
議
に
お
け
る
女
性
委

員
の
比
率
を
30
％
と
目

標
に
し
て
い
る
が
、
本

市
の
状
況
を
伺
う
。

理
職
総
数
の
20
％
を
占

め
て
い
る
。
ま
た
、
審

議
会
等
に
お
け
る
女
性

の
占
め
る
割
合
は
34･

５
％
で
あ
る
が
、
登
用

率
の
目
標
を
50
％
と
し

て
い
る
。
男
性
職
員
の

育
休
取
得
状
況
に
つ
い

て
は
目
標
値
を
５
％
と

し
て
い
る
が
、
取
得
実

績
は
な
い
。

女
性
の
活
躍
推
進
な
ど
を
強
化
す
る
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担当課 件　名

まちづくり推進課

関係人口の取り組みについて

第２次豊後大野市総合計画後期基本計画

第２期豊後大野市まち・ひと・しごと創生総合戦略

高齢者福祉課
豊後大野市成年後見支援センターの設置について

豊後大野市老人福祉計画及び第８期介護保険事業計画について

子育て支援課 豊後大野市認定こども園緒方保育園の今後の運営のあり方について

農業振興課 第４次豊後大野市農業振興計画

社会教育課 令和２年度豊後大野市スポーツ施設の整備等に関する基本構想

学校教育課 第４次豊後大野市総合教育計画

協議案件一覧表

令和３年２月１０日に豊後大野市議会全員協議会が開催されました。今回の全員協議会
では第２次豊後大野市総合計画など９案件について協議が行われ、各議員から計画の内容等
に関する質疑や意見が出されました。協議会で取り扱った案件は下記のとおりです。

議会全員協議会を開催



第 9回議会報告会執行部見解
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市長へ意見を提出

要
望
３　

白
鹿
浄
化
セ
ン
タ
ー

か
ら
大
野
川
に
排
水
が
出
て
い

る
が
、
こ
の
排
水
は
ど
れ
ぐ
ら

い
の
頻
度
で
、
ど
こ
が
検
査
し

て
い
る
の
か
教
え
て
ほ
し
い
。

要
望
３
に
対
す
る
回
答

　

白
鹿
浄
化
セ
ン
タ
ー
か
ら
大

野
川
に
放
流
す
る
「
放
流
水
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、
水
質
汚
濁

防
止
法
や
県
条
例
な
ど
に
よ
り

排
出
基
準
が
定
め
ら
れ
て
お

り
、
市
で
は
、
そ
の
基
準
を
満

た
す
処
理
が
で
き
て
い
る
か
確

認
す
る
た
め
、
有
機
物
の
汚
れ

具
合
に
つ
い
て
は
、毎
月
１
回
、

大
分
県
環
境
管
理
協
会
で
検
査

す
る
と
と
も
に
、
白
鹿
浄
化
セ

ン
タ
ー
内
の
測
定
器
で
常
時
監

視
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
白
鹿
浄
化
セ
ン
タ
ー

で
は
、
法
律
等
で
定
め
る
基
準

よ
り
厳
し
い
基
準
を
設
け
て
お

り
、
放
流
水
の
測
定
値
は
こ
の

基
準
を
満
た
し
て
い
ま
す
。

要
望
２　

高
齢
者
の
経
験
と
知

恵
を
生
か
し
て
元
気
な
高
齢
者

を
増
や
し
、
高
齢
者
の
元
気
が

即
、
地
域
の
元
気
に
な
る
よ
う

な
施
策
を
考
え
て
ほ
し
い

要
望
２
に
対
す
る
回
答

　

現
在
、
市
で
は
、
65
歳
以
上

の
す
べ
て
の
方
を
対
象
に
お
住

ま
い
の
近
く
で
健
康
づ
く
り
や

介
護
予
防
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
事
業
の
お
手
伝
い

を
し
て
い
た
だ
く
介
護
予
防
支

援
サ
ポ
ー
タ
ー
「
い
き
い
き
生

活
応
援
隊
員
」
を
養
成
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
認
知
症
対
策
事
業
と

し
て
、
認
知
症
の
方
や
そ
の
家

族
な
ど
が
集
ま
り
、
交
流
や
情

報
交
換
等
を
行
う
「
オ
レ
ン
ジ

カ
フ
ェ
」
の
開
催
や
、
地
域
で

認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
に
対

し
て
、
で
き
る
範
囲
で
手
助
け

を
す
る「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」

の
養
成
も
行
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
が
生
き
が
い
を
持
っ

て
い
き
い
き
と
生
活
す
る
た
め

に
活
動
の
継
続
と
担
い
手
の
確

保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

要
望
１　

運
転
免
許
証
を
自
主

返
納
す
る
人
に
対
し
て
金
銭
的

に
支
援
す
る
だ
け
で
な
く
、
今

あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
さ

ら
に
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
。

　
要
望
１
に
対
す
る
回
答

　

運
転
免
許
証
自
主
返
納
支
援

事
業
は
、
自
ら
の
運
転
に
不
安

を
感
じ
て
運
転
免
許
証
を
自
主

返
納
し
た
高
齢
者
等
に
対
し
、

１
万
円
相
当
の
バ
ス
・
タ
ク
シ

ー
券
を
交
付
し
、
移
動
手
段
を

確
保
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
支

援
事
業
は
、
県
内
の
市
町
村
の

中
で
も
本
市
の
助
成
が
最
も
手

厚
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
自
動
車
や
運
転
免

許
証
を
元
々
所
持
し
て
い
な
い

高
齢
者
等
に
は
こ
の
支
援
制
度

が
適
用
さ
れ
な
い
と
い
う
課
題

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど
の
地
域

公
共
交
通
の
活
性
化
と
と
も

に
、
市
内
業
者
に
よ
る
宅
配
・

移
動
支
援
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
活

用
い
た
だ
く
こ
と
で
移
動
困
難

な
高
齢
者
へ
の
対
応
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

11
月
に
開
催
し
た
第
９
回
議

会
報
告
会
の
中
で
い
た
だ
い
た

意
見
の
う
ち
、
執
行
部
の
見
解

が
必
要
な
も
の
は
、
書
面
で
の

回
答
を
求
め
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
そ
の
回
答
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
内
容
の
一
部

を
要
約
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

提
出
さ
れ
た
見
解
や
取
り
組

み
の
推
移
な
ど
は
、
議
会
と
し

て
今
後
も
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

※
提
出
さ
れ
た
見
解
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

第９回議会報告会での意見に
対しての執行部見解
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【
事
業
名
】

交
通
安
全
対
策
事
業

【
回
答(

抜
粋
）】

啓
発
活
動
（
街
頭
指

導
）
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
交
通
安
全
協
会
を

通
じ
て
市
内
各
地
域
・
各

団
体
へ
依
頼
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
交
通
安
全

協
会
と
協
議
し
、
交
通
安

全
協
会
の
次
の
総
会
で
各

支
部
役
員
に
、
実
施
状
況

に
つ
い
て
地
域
ご
と
で
大

き
な
差
が
な
い
よ
う
協
力

要
請
す
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。人

身
事
故
発
生
件
数

等
の
目
標
数
値
に
つ
い
て

は
、
第
２
次
豊
後
大
野
市

総
合
計
画
前
期
基
本
計
画

で
定
め
て
い
ま
す
。
今
年

度
策
定
予
定
の
第
２
次
豊

後
大
野
市
総
合
計
画
後
期

基
本
計
画
に
お
い
て
、
見

直
し
を
行
い
ま
す

【
事
業
名
】

　

小
規
模
集
落
対
策
事
業

【
回
答(

抜
粋
）】

地
域
振
興
協
議
会
の

設
立
に
向
け
た
住
民
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
に
関
す
る
ご

提
言
に
つ
い
て
は
、
地
域

内
の
関
係
者
が
集
ま
っ
て

話
し
合
う
場
づ
く
り
を
行

い
、
活
力
づ
く
り
の
方
法

等
を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形

式
に
よ
り
話
し
合
っ
て
い

き
ま
す
。

地
域
リ
ー
ダ
ー
育
成

に
関
す
る
ご
提
言
に
つ
い

て
は
、
地
域
振
興
協
議
会

の
リ
ー
ダ
ー
的
役
割
を
担

う
地
域
支
援
員
を
育
成
す

る
た
め
、
連
絡
協
議
会
の

設
置
等
に
よ
る
事
例
研

究
・
情
報
交
換
・
情
報
共

有
を
行
い
、
組
織
間
の
連

携
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
交
通
安
全

協
会
や
警
備
会
社
な
ど
か

ら
交
通
指
導
の
で
き
そ
う

な
人
材
を
紹
介
し
て
も
ら

う
等
の
対
応
を
し
な
が

ら
、
交
通
指
導
員
の
確
保

に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
配
食
サ
ー
ビ

ス
等
の
市
の
既
存
の
福
祉

施
策
や
民
間
の
宅
配
・
移

動
支
援
サ
ー
ビ
ス
も
併
せ

て
ご
紹
介
す
る
こ
と
で
、

バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
券
利
用

後
の
生
活
を
支
援
し
ま

す
。

事
務
事
業
評
価

	
執
行
部
の
回
答
は･･･

令
和
２
年
９
月
定
例
会
に
各
常
任
委
員
会
で
事
務
事
業
評
価
を
行
い
、

評
価
報
告
書
を
執
行
部
へ
渡
し
、
改
善
策
や
次
年
度
の
予
算
へ
の
反
映
状

況
な
ど
を
報
告
す
る
よ
う
求
め
て
い
ま
し
た
。

今
回
、評
価
報
告
書
に
対
す
る
回
答
が
執
行
部
か
ら
あ
り
ま
し
た
の
で
、

ご
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
評
価
報
告
書
の
詳
細
は
議
会
だ
よ
り
声
の
か
け

橋
第
69
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

評
価
報
告
書
の
概
要

総
務
常
任
委
員
会

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

【
調
査
事
業
】

　
交
通
安
全
対
策
事
業

【
事
業
結
果
の
評
価
】

良
好

【
今
後
の
方
向
性
】

継
続

【
調
査
事
業
】

小
規
模
集
落
対
策
事
業

【
事
業
結
果
の
評
価
】

お
お
む
ね
適
正

【
今
後
の
方
向
性
】

継
続

【
調
査
事
業
】

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
運

営
事
業

【
事
業
結
果
の
評
価
】

良
好

【
今
後
の
方
向
性
】

　
継
続

【
調
査
事
業
】

公
民
館
施
設
管
理
事
業

【
事
業
結
果
の
評
価
】

良
好

【
今
後
の
方
向
性
】

継
続

【
調
査
事
業
】

　
公
民
館
運
営
事
業

【
事
業
結
果
の
評
価
】

　
良
好

【
今
後
の
方
向
性
】

　
継
続

【
調
査
事
業
】

特
産
品
販
路
拡
大
事
業

【
事
業
結
果
の
評
価
】

良
好

【
今
後
の
方
向
性
】

　
拡
充

【
調
査
事
業
】

単
独
維
持
補
修
事
業

【
事
業
結
果
の
評
価
】

良
好

【
今
後
の
方
向
性
】

拡
充



事務事業評価　執行部の回答は ･･･
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厚
生
文
教
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

【
事
業
名
】

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

運
営
事
業

【
回
答(

抜
粋
）】

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

「
か
じ
か
」
の
目
的
の
第

一
義
を
「
児
童
生
徒
の
社

会
的
自
立
へ
の
支
援
」
と

定
め
る
と
と
も
に
、
幅
広

い
年
代
の
児
童
生
徒
に
き

め
細
か
な
対
応
を
図
っ
て

い
く
た
め
、
か
じ
か
指
導

員
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
学
校
に
も
「
か

じ
か
」
に
も
つ
な
が
っ
て

い
な
い
不
登
校
児
童
生
徒

に
対
し
て
も
学
校
や
関
係

機
関
等
と
連
携
し
、
家
庭

訪
問
等
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー

チ
を
強
化
し
、
児
童
生
徒

の
み
な
ら
ず
、
保
護
者
の

気
持
ち
に
寄
り
添
っ
た
対

応
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

【
事
業
名
】

特
産
品
販
路
拡
大
事
業

【
回
答(

抜
粋
）】

　

販
路
拡
大
に
向
け
て
、

オ
ン
ラ
イ
ン
商
談
会
の
開

催
な
ど
、
積
極
的
な
事
業

展
開
を
推
し
進
め
ま
す
。

ま
た
、
本
市
の
イ
メ
ー
ジ

や
特
産
品
の
付
加
価
値
の

向
上
の
た
め
、
あ
ら
ゆ
る

媒
体
を
使
っ
た
情
報
発
信

に
努
め
る
と
と
も
に
、
豊

後
大
野
市
ブ
ラ
ン
ド
認
証

制
度
の
取
り
組
み
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

　

魅
力
あ
る
加
工
品
づ
く

り
に
つ
い
て
も
、
地
場
産

品
新
商
品
開
発
事
業
を
創

設
し
、
商
品
の
開
発
・
改

良
に
対
す
る
支
援
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、

商
工
会
等
の
関
係
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
取
り
組
み

を
推
し
進
め
ま
す
。

【
事
業
名
】

単
独
維
持
補
修
事
業

【
回
答(

抜
粋
）】

市
道
の
適
切
な
維
持

管
理
と
し
て
行
う
単
独
維

持
補
修
事
業
は
、
通
行
の

安
全
を
図
る
上
で
地
区
住

民
か
ら
の
要
望
に
対
し
て

早
急
に
対
応
す
べ
き
で
す

が
、
限
ら
れ
た
予
算
で
も

あ
る
た
め
、
執
行
に
あ
た

っ
て
は
、
安
全
面
を
最
優

先
に
道
路
の
特
性
や
効
果

等
を
指
標
に
優
先
度
を
判

断
し
計
画
的
に
進
め
ま

す
。ま

た
、
支
障
木
伐
採

事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
事
業
対
象
を
行

政
区
単
位
と
し
て
い
ま
し

た
が
、
行
政
区
の
再
編
に

よ
り
統
合
し
た
地
域
が
不

利
益
を
被
ら
な
い
よ
う

に
、
統
合
前
の
行
政
区
単

位
で
事
業
が
行
え
る
よ
う

見
直
し
、
事
業
の
推
進
を

【
事
業
名
】

公
民
館
施
設
管
理
事
業

【
回
答(

抜
粋
）】

指
定
管
理
者
に
移
行

し
て
も
、
指
定
管
理
者
と

連
携
を
図
り
、
従
来
ど
お

り
の
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
管

理
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
避
難
所
の
コ

ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
も
関

係
課
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
安
全
対
策
を
講
じ
て
ま

い
り
ま
す
。

【
事
業
名
】

公
民
館
運
営
事
業

【
回
答(

抜
粋
）】

市
民
の
ニ
ー
ズ
に
あ

っ
た
事
業
を
企
画
し
、
よ

り
多
く
の
市
民
が
利
用
で

き
る
公
民
館
運
営
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
指
定
管
理
者

に
移
行
し
て
も
、
指
定
管

理
者
と
連
携
を
図
り
、
従

来
ど
お
り
の
サ
ー
ビ
ス
や

施
設
管
理
に
努
め
ま
す
。

図
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ

に
伴
い
事
業
申
請
地
域
の

増
加
が
予
測
さ
れ
る
た

め
、
併
せ
て
事
業
費
の
増

額
を
検
討
い
た
し
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
措
置
を

講
じ
な
が
ら
、
今
後
も
事

業
の
円
滑
な
推
進
を
図
る

と
と
も
に
良
好
な
道
路
環

境
の
維
持
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。



２
年
を
振
り
返
っ
て

広
報
委
員
を
務
め
た
６
人
か
ら

６
年
ぶ
り
の
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
で
、
ま
さ

か
の
委
員
長
を
拝
命
。
過
去
に
経
験
が
あ
る
と
は
言
え
、	

５
人
の
委
員
の
協
力
の
お
か
げ
で
、
滞
り
な
く
任
期
を	

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り
の
タ
イ
ト
ル
を
『
声
の
か
け
橋
』
と
し

た
の
は
第
21
号
か
ら
。
委
員
間
の
熱
心
な
討
議
で
決
定
し

た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

今
後
と
も
、『
声
の
か
け
橋
』
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
は
議
会
活
動
状
況
を
市

民
の
皆
さ
ま
へ
広
く
情
報
発
信
し
、
市
議
会
に
対
す
る
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
あ
り
ま
す
。『
声
の
か
け

橋
』
を
介
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
議
会
を
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
く
た
め
、
分
か
り
や
す
く
、
読
み
や
す
い
内
容

に
な
る
よ
う
委
員
一
同
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
添
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
分
か

り
ま
せ
ん
が
、
２
年
間
の
任
期
を
終
え
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

議
場
の
雰
囲
気
を
で
き
る
だ
け
忠
実
に
伝
え
る
と
い

う
目
標
を
ど
れ
だ
け
達
成
で
き
た
の
か
甚
だ
不
安
を
感
じ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
と
も
あ
れ
、
２
年
間
の
編
集
を
無
事

終
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
対
し
、
事
務
局
の
ご
協
力

に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
議
会
だ
よ
り
を
ご
愛
読
く
だ
さ

っ
た
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
『
声
の
か
け
橋
』
は
市
民
の
皆
さ
ま
と

議
会
を
つ
な
ぐ
重
要
な
広
報
誌
で
あ
る
こ
と
を
深
く
認
識

し
、
分
か
り
や
す
く
、
読
み
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
委
員

全
員
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
本
市
に
は
、
多
く
の
諸

問
題
が
山
積
み
し
て
い
ま
す
。
広
報
誌
を
通
し
て
皆
さ
ま

に
正
確
に
伝
え
て
い
き
ま
す
。

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
を
４
カ
月
間
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
議

会
の
振
り
返
り
が
で
き
、
ま
た
一
般
質
問
に
関
す
る
写
真

撮
影
を
行
う
こ
と
で
、
こ
の
町
の
現
状
や
課
題
等
を
知
る

貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

ご
愛
読
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

広
報
委
員
と
し
て
、
２
年
間
親
し
ま
れ
る
広
報
誌
づ
く

り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
議
会
だ
よ
り
は
市
民
の
皆

さ
ま
へ
議
員
の
活
動
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
重
要
な
役

割
を
持
っ
て
い
ま
す
。
一
般
質
問
の
記
事
で
は
、
質
問
者

の
発
言
内
容
を
委
員
全
員
で
検
討
し
、
現
地
に
出
向
き
写

真
を
撮
り
、
地
域
の
問
題
点
を
愛
読
者
に
知
っ
て
い
た
だ

く
よ
う
編
集
し
て
き
ま
し
た
。

『
声
の
か
け
橋
』
の
ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま	

し
た
。

委 員 長

委 員　

委 員　

副委員長

委 員　

委 員　

神志那文寬

小 野 泰 秀

衞 藤 正 宏

川 野 優 治

赤 峰 映 洋

後 藤 雅 克

２年を振り返って
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閉会中の議会の動き

１
月
21
日
に
豊
後
大
野
市
商
工
会
と
市
料
飲
店
組

合
な
ど
か
ら
市
議
会
に
対
し
、
市
内
に
ス
ポ
ー
ツ
大

会
や
合
宿
を
誘
致
す
る
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推

進
す
る
よ
う
要
望
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

要
望
書
で
は
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
合
宿
受
け
入
れ
環

境
の
整
備
、
全
天
候
型
施
設
の
早
急
な
新
設
な
ど
を

求
め
て
い
ま
す
。

ま
た
同
時
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
打
撃
を

受
け
た
市
内
の
事
業
者
へ
市
の
支
援
を
促
す
要
望
書

も
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
活
性
化
委
員
会
で
は
、
平
成
24
年
10
月
１

日
に
施
行
さ
れ
た
豊
後
大
野
市
議
会
基
本
条
例
に
基

づ
く
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
状
況
の
検
証
を
行
い
ま 

し
た
。

　

こ
の
検
証
は
、
議
会
の
活
性
化
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
き
た
か
を
整
理
し
、

今
後
の
取
り
組
み
に
活
用
す
る
目
的
で
２
年
に
一
度

行
っ
て
い
ま
す
。

　

検
証
を
行
っ
た
議
会
活
性
化
委
員
会
自
体
も
、
基

本
条
例
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
た
特
別
委
員
会
で
あ

り
、
議
会
報
告
会
の
開
催
や
議
会
版
事
務
事
業
評
価

の
実
施
、
議
場
コ
ン
サ
ー
ト
や
分
野
別
意
見
交
換
会

の
開
催
な
ど
、
議
会
の
活
性
化
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
そ
の
成
果
と
課
題
、
今
後

の
取
り
組
み
も
協
議
し
ま
し
た
。

議
会
活
性
化
の
取
り
組
み
状
況
を
検
証

要
望
書
の
受
理

要望書提出後

今
後
も
、
検
証
結
果
を

活
用
し
な
が
ら
、
継
続
的

に
議
会
の
活
性
化
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

な
お
、
検
証
結
果
の
内

容
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。
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議 会 日 誌
1 月 2 月 3 月

4 日㈪

6 日㈬

13 日㈬

15 日㈮

3 日㈬

4 日㈭

 9 日㈫

10 日㈬ 

　

12 日㈮

15 日㈪

18 日㈭

19 日㈮

26 日㈮

29 日㈪

10 日㈬

12 日㈮

17 日㈬

19 日㈮

24 日㈬

議会広報編集特別委員会

議会広報編集特別委員会

議会広報編集特別委員会

議会活性化委員会

　　　　

本会議（一般質問）

議会運営委員会

本会議（一般質問）

議会運営委員会

本会議（議案質疑）

常任委員会

(総務 ･厚生文教 ･産業建設 )

予算特別委員会（特別会計）

予算特別委員会（一般会計）

議会活性化委員会

本会議（閉会）

議会広報編集特別委員会

議会広報編集特別委員会

議会運営委員会

全員協議会

議会活性化委員会

議会運営委員会

議会運営委員会

本会議（議案上程）

議会広報編集特別委員会

検証結果の報告



広
報
編
集
特
別
委
員
会
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長　
　

神
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員
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正
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小
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泰
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洋
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後
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豊
後

大
野

市
議

会
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EB
で

も
ご

覧
い

た
だ

け
ま

す
。

第
7

1
号

令
和

３
年

5
月

１
日

発
行

市や議会に対する
　 市民皆さまの思いを紹介

議会を傍聴してみませんか？

手続きは、受付で住所と名前を書くだけです。
傍聴の際はマスクの着用をお願いします。

℡ 0974-22-1001
市内無料電話　9-22-1001

次回 6 月定例会は、6 月中旬に開会予定です。

（第71号2021.5） 24

チャレンジ

自主的・積極的な生徒会活動を目指して
　大野中学校では、生徒会活動で目標達成マネジメントの運営を行
っています。目標達成マネジメントとは、自分たちで目標を考え、
目標達成に向けて活動し、アンケートを通して反省、分析し、目標
の修正、改善を繰り返しながら生徒会活動をすることです。これは
まだ始まったばかりで全校生徒の目標への意識がそろっていないこ
とや、具体的な改善策がないことなどが課題になっています。今後、
この活動が定着するように全校生徒全員で協力する体制を作ってい
きたいと思います。
　また、年に二回、前期と後期に生徒会役員と PTA役員との意見
交換会が開かれており、そこで生徒会活動や PTA活動について意
見交換することで、お互いの活動をより良いものにしようとしてい
ます。
　これからの活動を自主的、積極的に継続し、よりよい学校にして
いきたいと思います。

千歳小学校で今がんばっていることの二つを紹介します。
一つ目は、体力作りです。特になわとびに力を入れていて、一年
間を通じて体育の時間に短なわとびをしています。また、大なわに
もチャレンジしています。体育委員会が休み時間に低学年に教えた
り、縦割り班ごとに目標を立てて記録を取ったりしながらがんばっ
ています。
二つ目は、児童会によるあいさつ運動です。毎週火曜日の朝、児
童会が玄関前に立ち、大きな声で「おはようございます！」と全校
のみんなにあいさつをしています。また、お昼の放送でもあいさつ
の様子を伝えています。元気なあいさつが返ってくることが増え、
児童会メンバーもがんばろうという気持ちになっています。
これからもいろいろなことにチャレンジして、私たち千歳っ子の
力で千歳の町を元気にしていきたいです。

大野中学校３年

千歳小学校 6年
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